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空間反転対称性が破れているにも関わらず超伝導相を持つ物質として、

CePt3Si が挙げられる。本講演では、この物質を念頭においた渦糸コア近傍の

局所電子状態密度（LDOS）の空間分布についての解析的計算結果を報告する。

ここでは、spin-singlet-triplet 混合のペアリングモデルを採用する[1]。 

我々は準古典理論に基づき、超伝導体において渦糸束縛状態を解析的に導出

した。c 軸に磁場をかけた場合の LDOS の空間分布は、林らの数値計算結果[2]

とコンシステントであった。一方、c 軸に垂直な方向に磁場をかけた場合の

LDOS は、通常の singlet や triplet の超伝導体の LDOS とは大きく異なること

がわかった。これは三次元的 Fermi 面上でのペアポテンシャルの異方性による

ものである(図は、それぞれ Andreev 束縛状態の 2 つのモードに由来する LDOS)。 

我々の手法は、任意の方向の磁場に対する LDOS を求めることができる。 

 図 b 軸方向に磁場をかけた時の局所電子状態密度の空間分布。  
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